
十
三
日

三
月
二
十
七
日

二
十
九
日

関

連

事

項

①

職
員
任
免
そ
の
他

明
治
三
十
四
年

一
月
二
十
九
日
海
野
美
盛
フ
ラ
ン
ス
よ
り
帰
国
。

千
頭
紺
哉
＿
雇
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

教
授
山
田
鬼
斎
歿
゜

武
田
五
一
解
嘱
。
大
沢
三
之
助
嘱
託
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

岩
村
透
西
洋
美
術
史
授
業
嘱
託
に
復
帰
。

田
島
応
親
解
嘱
。
合
田
清
仏
語
授
業
嘱
託
に
復
帰
。

海
野
美
盛
復
職
（
教
授
）
。

津
田
信
夫
麗
（
依
嘱
製
作
担
任
兼
鋳
金
科
助
教
）
を
命
ぜ
ら

四
月
十
一
日

五
日

二
月
一
日

十
一
月
九
日

十
二
日

十
日

十
日

二
日

十
六
日

十
七
日

十
三
日

品
目
は
1
3
5
頁
「
成
績
品
の

6

御
買
上
げ

天
究
」
参
照
。

六
日

十
二
日

九
月
三
日

〔基〕

岡
案
を
調
製
し
該
図
案
に
基
き
昨
年
七
月
起
礎
の
起
工
に
着
手
し
其
上
に
取
付
く
べ

〔
桜
岡
三
四
郎
〕

き
金
鶏
は
同
校
に
於
て
沼
田
〔
一
雅
〕
助
数
授
が
原
型
、
櫻
ヶ
岡
助
数
授
が
鉗
銅
を

擦
賞
し
て
夫
れ
人
＼
製
作
中
の
所
基
礎
は
既
に
竣
工
し
金
鶏
も
此
程
に
至
り
て
全
く

鉗
造
を
終
り
目
下
其
仕
掲
げ
中
な
り
と
云
へ
ば
青
葉
城
頭
に
一
大
偉
観
を
現
出
す
る

も
遠
き
に
あ
ら
ざ
る
ぺ
し
本
碑
は
ゴ
シ
ッ
ク
式
の
石
柱
上
に
錨
銅
の
金
鶏
を
置
き

其
前
後
に
錨
銅
の
パ
子
ル
を
装
置
し
、
「
昭
忠
」
の
文
字
及
び
起
工
竣
工
の
年
月
を

表
記
す
る
も
の
に
て
其
他
は
穂
て
石
材
を
用
ひ
総
高
六
十
尺
、
金
鵡
の
左
右
翅
の
直

径
一
丈
五
尺
餘
な
る
が
錨
銅
に
要
せ
し
地
金
は
千
四
百
餘
貫
に
上
り
其
建
設
総
豫
箕

は
二
萬
千
二
百
圃
な
り
と
い
ふ

（
明
治
三
十
五
年
八
月
十
二
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
。
挿
図
は
省
略
す
る
。
）

八
月

八
月
九
日

五
月
三
日

二
十
九
日

十
二
日

三
十
一
日

十
五
日

菅
野
真
雇
（
文
屈
掛
）
を
命
．
せ
ら
れ
る
。

岡
田
秋
嶺
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
十
一
月
二
日
出
発
）
。

久
保
田
、
正
木
送
迎
会
（
上
野
精
蓑
軒
）
開
催
。

今
泉
雄
作
解
嘱
。

瀧
精
一
解
嘱
゜

溝
口
宗
文
、
本
田
種
竹
、
新
井
春
次
郎
解
嘱
゜

蔵
原
惟
郭
解
嘱
゜

中
沢
澄
男
解
嘱
。
中
村
如
等
、
高
橋
烏
谷
解
雇
。
大
村
西

崖
彫
刻
科
授
業
嘱
託
を
解
か
れ
、
美
学
及
び
美
術
史
授

業
、
支
那
歴
史
授
業
嘱
託
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
関
保
之
助
東

洋
考
古
学
授
業
嘱
託
を
命
．
せ
ら
れ
る
。

助
教
授
島
田
友
春
辞
職
。
同
天
草
神
来
休
職
（
辞
職
）
。

雇
千
頭
庸
哉
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

助
教
授
本
多
天
城
辞
職
。

下
村
観
山
、
寺
崎
広
業
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

助
教
授
白
井
雨
山
彫
刻
研
究
の
た
め
ニ
ケ
年
間
ド
イ
ツ
、

る。 助
教
授
杉
浦
宗
行
歿
゜

黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
帰
国
。
助
手
小
林
万
吾
助
教
を

命
ぜ
ら
れ
る
。

久
米
桂
一
郎
復
職
（
教
授
）
。

久
保
田
鼎
校
長
を
辞
任
。
正
木
直
彦
校
長
を
命
ぜ
ら
れ

れ
る
。
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正
木
直
彦
校
長
就
任

正
木
直
彦
校
長
就
任
の
経
緯

明
治
三
十
四
年
八
月
九
日
、
正
木
直
彦
が
校
長
に
就
任
し
た
。
前
校
長
久
保

田
鼎
は
辞
任
後
、
帝
室
博
物
館
主
事
を
勤
め
る
傍
ら
本
校
商
議
委
員
を
兼
ね
、

後
に
は
奈
良
帝
室
博
物
館
長
、
京
都
帝
室
博
物
館
長
等
を
歴
任
す
る
。

正
木
は
文
久
二
年
十
月
二
十
六
日
、
和
泉
国
堺
夕
栄
町
に
生
ま
れ
た
。
大
阪

府
立
堺
中
学
校
卒
業
後
、
明
治
十
七
年
七
月
東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
。
同
期

生
に
夏
目
漱
石
、
山
田
美
妙
、
正
岡
子
規
、
南
方
熊
楠
、
白
浜
徴
ら
が
い
た
。

（
『
回
顧
七
十
年
』
正
木
直
彦
著
。
昭
和
十
二
年
四
月
。
学
校
美
術
協
会
出
版
部
）
同
二

十
五
年
七
月
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
法
律
科
卒
業
。
翌
年
十
月
よ
り
奈
良
県
尋

常
中
学
校
校
長
と
な
り
、
帝
国
奈
良
博
物
館
学
芸
委
員
（
同
二
十
八
年
）
、
古

社
寺
保
存
委
員
（
同
二
十
九
年
）
等
を
兼
任
し
た
。
そ
の
頃
、
岡
倉
覚
三
と
東

京
美
術
学
校
奈
良
分
校
敷
地
を
め
ぐ
っ
て
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
は
本
書
第
一
巻

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
同
三
十
年
六
月
、
文
部
大
臣
秘
書
官
と
な
っ
て
東

京
に
移
り
、
以
後
、
文
部
省
視
学
官
、
大
臣
官
房
秘
書
課
長
を
勤
め
、
高
等
教

育
会
議
幹
事
、
第
一
高
等
学
校
教
授
を
兼
任
。
同
三
十
一
年
十
一
月
一
日
、
大

臣
官
房
文
書
課
長
（
翌
年
八
月
ま
で
）
兼
美
術
課
長
と
な
り
、
同
三
十
三
年
十
一

月
十
七
日
、
美
術
課
長
を
免
ぜ
ら
れ
て
同
年
同
月
二
十
二
日
欧
州
へ
向
け
て
出

発
。
翌
三
十
四
年
三
月
二
十
六
日
に
帰
国
し
、
八
月
に
至
っ
て
本
校
校
長
に
任

②
 

て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

白
浜
徴
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

十
二
月
十
八
日
嘱
託
黒
岩
淡
哉
助
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

な
お
、
本
年
十
一
月
以
降
お
よ
び
明
治
三
十
五
年
以
降
の
職
員
任
免
に
つ
い

二
十
六
日

い
に
興
し
一
方
で
は
佛
蘭
西
の
制
度
の
如
く
、
文
部
省
と
い
ふ
も
の
を
数
育

れ
を
正
木
は

命
さ
れ
た
。

こ
の
経
歴
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
正
木
は
文
部
官
僚
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー

ス
を
順
調
に
歩
ん
で
来
た
が
、
本
校
校
長
と
な
る
に
お
よ
ん
で
そ
の
コ
ー
ス
は

一
転
し
、
美
術
行
政
に
身
を
挺
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
は
昭
和
七
年
に
校
長

を
辞
す
る
ま
で
、
実
に
三
十
一
年
間
、
他
に
官
僚
と
し
て
の
栄
達
を
求
め
ず
、

美
術
教
育
を
中
心
と
す
る
美
術
行
政
の
推
進
に
尽
く
す
の
で
あ
る
。
本
校
の
歴

史
を
通
観
す
る
と
き
、
変
動
の
な
い
こ
と
が
必
ず
し
も
良
い
と
は
い
え
な
い
に

せ
よ
、
明
治
三
十
一
年
の
美
術
学
校
騒
動
の
と
き
の
よ
う
な
波
瀾
が
再
び
起
こ

ら
ず
、
学
校
の
体
制
を
維
持
し
得
た
の
は
正
木
校
長
の
敏
腕
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
正
木
の
校
長
就
任
は
本
校
お

よ
び
美
術
界
に
と
っ
て
特
築
す
べ
き
事
件
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

校
長
就
任
の
経
緯
に
つ
い
て
は
正
木
自
ら
『
回
顧
七
十
年
』
（
前
出
）
に
比

較
的
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
正
木
が
文
部
大
臣
秘
書
官
と
な

っ
た
と
き
、
文
相
は
松
方
内
閣
の
蜂
須
賀
茂
詔
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
第
二

次
伊
藤
内
閣
の
浜
尾
新
、
次
い
で
第
三
次
伊
藤
内
閣
の
西
園
寺
公
望
、
同
外
山

正
一
、
大
隈
内
閣
の
尾
崎
行
雄
、
同
犬
養
毅
、
山
県
内
閣
の
樺
山
資
紀
と
目
ま

ぐ
る
し
く
更
迭
が
行
わ
れ
た
。
正
木
が
美
術
行
政
に
つ
い
て
―
つ
の
計
画
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
隈
内
閣
尾
崎
行
雄
文
相
（
明
治
三
十
一
年
六
月
1
同
年

十
月
）
の
と
ぎ
で
、
当
時
の
専
門
学
務
局
長
高
田
早
苗
と
計
画
を
練
っ
た
。
こ

高
田
君
は
、

日
本
に
は
國
立
劇
場
が
無
い
か
ら
今
の
中
に
文
部
省
の
手
で
こ

れ
を
造
り
た
い
、
と
い
ふ
し
私
は
又
、
博
物
館
、
美
術
館
と
い
ふ
も
の
を
大
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